









[対象と方法] 1994年 3 月と 4 月 の 2か月間に鳥取県内の某産婦人科医院にお
いて出産予定で、本調査実施前に妊娠中毒症、貧血の発症していない妊婦 82 名(
初妊婦 32名、経妊婦 so名)を対象とした.妊産婦の年令は 19 - 39 才で、平均年
令は 28 :t 4才であった .また新生児の出生時体重の平均は 2982 :t 360 gであっ
た。








で以下の計算をした.摂取頻度「殆ど摂らない」を由、 『時々 J を 2、 「週 1- 2 
回 」をふ 「週 3 - 4回」を 20 、 「毎日 J を 40 と点数化し、 Ca合最、吸 i収率を








各種食品の摂取頻度とその割合を表 1に示す o i;毎草、苧、豆類では「週 1- 2回
」、魚 、肉は「遇 3- 4回 j 、卵、牛乳、緑黄色および淡色野菜は f毎日 j と答え
た割合が高かった。青年期の非妊時女子での摂取頻度に比較し、各食品で頻度が高
くなる傾向がみられ特に魚摂取が寓くなった.朝食摂取は「毎 8 J 69名、 「時々銭
く J 10名、 『抜くことが多い J 2名、 「摂らない J 1名であった。インスタン卜麺




の平均点数は 表l 食品の摂取獄度とその'"恰 (96) 0=82 
54.0 :t 12.0で
食品 頻度 無 跨々 週1-2回 週3-4回 毎日
あった. )可ラン
卵 2 21 5 35 37 
スに問 題 がある 魚L 。 2 33 42 23 
とされる 50点来 肉 i 2 27 57 1 3 
満が 26名 ( 31. 7 牛乳 10 I 7 1 6 s6 
96 )であった . 海草 4 10 52 25 10 
苧 2 13 52 27 6 t真取食品の質と
豆・大豆製品 6 27 40 1 9 8 
バランスに偏り 淡色野菜 。 。 12 24 64 
のあるものが存 緑黄色野菜 。 1 2 31 55 
在した 。 Ca摂取
の目安として求めた Ca摂取点、の平均は 665 土 225であった.
3 )妊娠中毒症、貧血、前期破水の発症:軽症ならびに重症の妊娠中毒 症 は 82名
中 7名、またヘモグロビンが lg/dl未満の値を示したものを貧血とすると 8名であっ
た . 前期破水は 5名で、他の 77名は早期あるいは適時磁水であった . これらの異常
の有無男IJでパランス点数を比較し、図 lに示した.バランス点数を妊娠中毒症、貧
血、前期破水の有無別で、曹ilcoxonの順位和 検 定をするといずれも疾患群で有意に
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① 妊娠 10か月の妊婦 82名中で、食事バランス点 50米





②妊娠中滋症、貧血、前期磁 水 発症者で食事バラン O 
無有
ス点数が、前期 破 水で Ca摂取 点 数が 有意に低かった
.図2前期破水の有無別にみたCa摂取点数
バランス点 数 50未満の 26名中での発症者は 10名あった. *: Pく 0.05
③食事餌パランス、摂取頻 度 の少ない食品と朝食療取等の食生活に注意を 要す る.
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